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令和２年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

新潟県 

行 事 名 称 文化財消防訓練 

実施期間・日時 令和3年（2021年）1月30日（土） 9：45～10：30 

実 施 場 所 普廣寺（新潟県柏崎市北条782番地） 

主 催 者 柏崎市教育委員会（担当：博物館） 

■実施内容 

訓練の想定 

市指定文化財を所有する普廣寺において、本堂の燈明が転倒して出火し、建物内に延焼する。参拝者や文化財は

安全な場所に避難したが、寺は木造建築物のために延焼拡大の恐れがあるので、消防車両による放水を行う。 

訓練の内容 

寺関係者による通報訓練・文化財（模擬品）搬出訓練・避難誘導訓練・初期消火訓練、市消防本部・消防団によ

る放水訓練を実施した。 

参加者及び役割分担 

普廣寺     （ 6名）：通報訓練・文化財（模擬品）搬出訓練・避難誘導訓練・初期消火訓練 

柏崎市消防本部 （予防課 2名）：訓練指導 

        （消防署10名）：放水訓練 

柏崎市消防団  （10名）：放水訓練 

柏崎市教育委員会（ 4名）：総括・記録 

※この他、約20名の一般見学者があった。一部は初期消火訓練にも参加した。 

特に工夫した点 

・境内に集合場所を設け、通報・文化財搬出・避難誘導の後、各担当者が寺の代表へ状況を報告することとした。 

・煙の吸引防止や感染症対策として、訓練参加者はマスクを着用した。 

・放水訓練は、水槽車と簡易水槽を使用し、50㎜ホース 2口、65㎜ホース1口の計 3口で行った。 

・積雪も予想されたため、通常の場合の他、積雪の多い場合・少ない場合を想定した複数の放水体形を事前に検

討した。結果的には、積雪の多い場合による放水体形での実施となった。 

・訓練に合わせ、消防本部により寺の予防査察を行った。 

問題点・課題 

・当日は大雪・強風の天候であったが、訓練の時間帯は穏やかであった。しかし、気象条件が悪い場合を想定し

た訓練は必要である。 

・普段は人数が少ない時間帯も多いため、少人数であった場合の対策も必要である。 

その他 

文化財所有者・関係者が訓練を行い、子どもを含めた地域住民からの見学や参加があったことは、身近に文化財

が所在していることを改めて認識してもらい、文化財愛護や防災に関する意識の高揚を図る機会となった。今後

も継続していくことが必要である。 

訓練風景 

別紙のとおり 



出火想定場所 文化財（模擬品） 119番通報

文化財（模擬品）搬出 避難 集合・報告

初期消火 初期消火 消防車両入場

放水準備 放水 放水

講評（博物館） 講評（普廣寺） 講評（消防本部）

別紙


